
Panasonic 

取扱説明書 

デジタルコードレスサラウンドへッドホン 

品番 RP - WH 5000 


このたびは、デジタルコードレスサラウンドへッドホンをお買い上げいたださ、 
まことにありびとラございました。 

■ご使用の前に r 安全上のごま意 J (4 〜6ページ）をがずお読みください。 

■この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。そのあと保存し、 
必要なとさにお読みください。 

■保証書は、「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお 
受け取り < ださい。 


■付属品の確認 

まず最初に付属品を確かめてください。 

□ AC アダプター .] 個 

(RFX 已〇已 1) 

□単3形充電式ニッケル水素電池 . 2本 

( HHR -3 AH /2 B ) 

□光デジタル接続ケーブル（光ち型。光ち型）…… ] 本 
( RP - CA 2020 A ) (約2 m ) 

買い替え品は形状び異なります。 



也 ― 



付属品の買い替えは、お買い上げの販売店へご相談<ださい。 
() 内は買い替え時の品まです。 

買い替え時の品まは2004年10月現在のちのです。 
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主な特長 


本機は赤外線伝送方式（デジタル）を使用したデジタルコードレスサラウンド 
へッドホンです。 

マルチチヤンネルのサラウンド音場を、へッドホンで快適にお楽しみいただけま 
す。 

• ドルビーデジタル\ドルビープ□□ジック DTS ' x '対応 
(「ドルビーデジタルサラウンド EX 」、「 DTS - E 引表記のソフトも再生可能） 
•独自に開発した「パーソナルサラウンド」により、臨場感あふれるサラウンド 
音場をへッドホンで実現 

• BS デジタル放送や地上波デジタル放送などのデジタル放送で使用される 
MPEG -2 AAC にも対応 

• 外来ノイズなどの影響を受けにくい赤外線を利用した、デジタル伝送方式のコ 
-ドレスへツドホン 

• へッドホンをトランス S ッターにのせるだけの簡単充電方式 
• 最大で約8 m のホ外線到達距離 

• へッドバンドの調節不要なフ U - アジヤスト機構を採用 

• へッドホンを頭にかけるだけで自動的に電源び入り、はずすと自動的に電源び 
切れる、オートパワーオン/オフ機能 wu 

• へッドホンの左ちの音量を連動して調節できる VOL つまみ 
•ヘッドホンの電源は、付属の充電式ニッケル水素電池、または別売りの単3形 
乾電池のどちらでち使用可能 

• 受信範囲外での耳障りなノイズをカットするミューティング機能 
• 音声入力のない状態び約已分続くと自動的にトランス S ッターの赤外線出力び 
停止し、消費電力をセーブ 

※本機のトランスミッターは、ドルビーデジタルデコーダー、ドルビープ□□ジック n デ 
コーダー、および DTS デコーダーを搭載していまず。 

米国デジタルシアターシステムズ社からの実施権に基づさ製造されています。合衆国特許 
No . 已,4已1,942、已,9已6,已74、已，白74,380、已 ,978. 7己2、已,487,已3已。合巧国ちミ 
よび海外特許申請中。 「 DTS 」 および 「DTS Virtual 」 はデジタルシアターシステムズ社 
の登録商標です。 

著作権199日年、2003年デジタルシアターシステムズ社。不許複製。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されています。 

ドルビー、 DOLBY、PRO LOG に、およびダブル D 記号□□はドルビーラボラト U — ズ 
の商標です。 
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安全上のご注意 (必ずお守りください） 


お使いになる人や他の人への危書、財産への損害を未然に防止するため、必ずお 
守りいただくことを、次のよラに説明しています。 


表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを喜や損喜の程度を、次の 
表示で区分し、説明しています。 


A 危険 

この表示の欄は、 r 死亡または重傷などを負ラ危険び切迫 
して生じることび想定される」内容です。 

A 警告 

この表示の欄は、 r 死亡または重傷などを負ラ可能性び想 
定される」内容です。 

A * と - r*r 

この表示の欄は、 r 傷書を負ラ可能性または物的損書のみ 
び発生する可能性び想定される」内容です。 

A 江忌、 


お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。 

(下記は絵表示の一例です。） 


0 

このような絵表示は、してはいけない階止」内容です。 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


A 危険 


巧電式電池は本機を使つて充電ずる 

•本機しソ外で充電すると、 
電池の液をれや、発熱、 
破裂の原因になります。 
•充電式電池をおず指定の 
をのをご使用 < ださい。 


充電式電池は、はんだ付け、分解、 
改造したり、义の中へ投入、加熱は 
しない 

® •電池の液をれや、発熱、 
破裂の原因になります。 







A 


分解-改造しない 

® •機器び故障したり、金属 
物び入ると、やけどや火 
災の原因になります。 
分絕な I 卜•点検や修理は、販売店へ 
ご依頼ください。 


AC アダプターのプラグは根元まで 
確実に差し込む 

〇 •差し込みびす完全ですと、 
感電や発熱による义災の 
原因になります。 

•傷んだプラグ、ゆるんだ 
コンセントは使用しない 
で < ださい。 


AC アダプターのコード-プラグを 
破損ずるぶラなことはしない 

® 傷つけたり、加工したり、 
熱機器に近付けたり、無理 
に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、重い物を載 
せたり、束ねたりしない。 
•傷んだまま使用ずると、 
感電.シヨート.义災の 
原因になります。 

• コードやプラグの修理は、 
販売店にご相談ください。 
•抜くときは、 AC アダプ 
ターを持ちまっすぐ抜いて 
くださし、。 

コンセントや配線器具の定格を超え 
る使い方や、交流 ( AC ) 10 0 V む 
外での使用はしない 




たこ足配線等で、定格を 
超えると、発熱による火 
災の原因になります。 


めれた手で 、 AC アダプターの巧き 
差しはしない 

•感電の原因になります。 


(IT 


めれ手禁止 

柔り物を運転中は、へッドホンを使 
用しない 

0 •周囲の音び聞こえにくく、 
交通事故の原因になります。 


充電式電池の©と©をシヨートさせ 
たり、違う種類（ニカドとニッケル 
水素）の電池をいつしよに使わない 


0 


‘電ミ也の液ちれや、発熱、破 
装の原因になります。 
ネックレスなどの金属物 
といっしょに携帯、な管 
する場合は、必ずケース 
などに入れて < ださい。 

‘電池には安全のためにビ 
ニールのチューブをかぶ 
せていまず。これをはび 
すとショートの原因にな 
りますので、絶巧にはび 
さないで < ださい。はび 
れたちのは使わないでく 
ださい。 


AC アダプターのプラグのほこり等 
は定期的にとる 


〇 


I プラグにほこり等びたまる 
と、湿気等で絶縁不良とな 
り火災の原因になります。 
AC アダプターを巧 さ、 乾 
いた巧でふいてください。 
‘長期間使用しないときは、 
AC アダプターを 抜いてく 
ださい。 


準 

備 


安を上のご注意 
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安全上のごま意 


G 必ずお守りください） 


A ま意 


異常に温度び高 < なるところに置か 

付属の AC アダプターを使ラ 

ない 

•指定がの AC アダプターで 

•機器の表面や部品び劣化 
fx 1 ずるほか、火災の原因に 

V V なることびあります。 

使用すると火災や感電の 
願になります。 

•夏の閉め切った自動車内 
や、直射日光の当たると 

へッドホン使用時は音量を上げすざ 
ない 

ころ、ストーブの近くで 
は特にごを意ください。 

•耳を刺激ずるような大きな 
fV 1 音量で長時間続けて聞くと、 

\ y 聴力に悪い影響を与えるこ 

とびありまず。 

乾電池は誤った使い方をしない 

•©と©は勘こ入れない 

I XI •新•旧電池や、違5種類 

の電池をいっしょに使用 
しなし、 

へッドホンなど肌に直接触れる部分 
に異常を感じた日使巧を中止する 

•充電しない 

•そのまま使用すると炎症 

•加熱、分おしたり、 7j<、 

MA やかぶれなどの原因にな 

义の中へ入れたりしない 
•ネックレスなどの金属物 
といっしょにしな し、 
•被膜のはびれた電池は使 

WW ることびあります。 

わなし、 


•長期間使用しないとさは、取り出して 
おいて < ださい。 

•取り扱いを誤ると、電池の液をれによ 


り、火災や周囲ち損の原因になること 
びありまず。 


•万一液もれび起こったら、販売店にご 
相談ください。 

•ミ夜び身体についたとさは、水でよく洗 


い流してください。 

J 


充電式電ミ也使用後は、 

貴重な資源を守るために U サイクルへ！ 

使用済み電池の届け巧： 

• お買い上げの販売店、または最寄りの松下電器の販売 
店-サービスセンター.販売会社へ 
•をしくは、（社）電池工業会へごお認ください。 

(ホームぺージ： http :// www . baj . or . jp ) 



Ni-MH 


ニッケル水素電ミせ使用 



各のなまえとはた 5 さ 


トランスミッター刖面 



充電端モ 

(眠]1ページ) 


赤外線発光部 

ホが線発光部び見 a せる位置に設置して< 
ださい。 

ホが線発光時は、発光ランプびホ<点灯し 
ます。 

POWER/CHARGE ( 電源 / 充電） 
ランプ 

(降] ] ページ） 

•赤外線を発光しているとをは緑色に点 
灯 

•へッドホン充電時は赤色に点灯 
• 充電完了時および赤外線出力び停止し 
ているとさは消な 

DECODE MODE ランプ 

([|^]已〜17ぺージ） 

(DOLBY DIGITAL. DOLBY PRO 

LdGiCn 、 DTS 、 MPEG-2 AAC) 

入力された音声信号の記録方式をトラン 
スミッターび自動判別して点灯します。 


SURROUND ランプ 

(13= ]已、19ぺージ） 

(MUSIC 、 CINEMA 、 VOICE) 


SURROUND ( 切換）ボタン 

(阿]9ぺージ） 

サラウンドモード （ MUSIC 、 CINEMA, 
VOICE, OFF) を切り換えます。 

DIGITAL ANALOG ( 切換）つまみ 

(風1日ぺージ） 

入力（デジタルまたはアナ□グ）を切り 
換えます。 


まを上のごま意 


各部のなまえとはた6を 


8 寸 6Z10 正 



各 35 のなまえとはた 5 さ 


トランスミッター後面 


ATT (切換）つまみ 

(陣14ページ） 

アナ□グ入力で音声びルさい場合は 
rod 目」に切り換えます。通常は 「一 
SdB 」 にして使います。 


LINE IN (ライン入力）端子 

(傾14ページ） 

ビデオデッキやテレビなど、別売りの AV 
機器の音声出力端子に接続します。 


DIGITAL IN (光デジタル入力）端子 

(風]3ぺージ） 

DVD プレーヤーなど、別売りのデジタル 
機器の光デジタル出力端子に接続します。 


DC IN 6 V 端子 

(陣…ページ） 

付属の AC アダプターを接続しまず。 

(必ず付属の AC アダプターをお使い<だ 
さい。プラグの極性など異なる製品を使 
ラと、故障の原因となり危険です。） 





る部のなまえとはた 6 を 
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へッドホンの電源準備 


巧電式電池（付属）を使ラ 


お買い上げ時の充電式電她ま、まず充電してからお使いください。 


0©<[L _ lD® 

X ®< Qe 


専用充電式ニッケル水素電池 

付属または別売り品 （ HHR -3 AH /2 B ) を 
ご使用 < ださい。 

一般の充電式電池 

充電することびでをません。 


付属の充電式ニッケル水素電池を入れる 



1 左ハウジング部にある [ BATT ] を巧 
し、電池ふたを開ける 

電池ふたは、はずせません。 


2 付属の巧電式ニッケル水素電池を入れる 

• ©と©を正しく入れる 

• 0側のバネを押しなびら入れる 

取り出すとさは货側から取り出してください。 


3 電池ふたを閉じる 

リブを穴に差し込み、電池ふたを閉じます。 
ロックするまで押して < ださい。 


充電ずる 


トランスミッター家庭用コンセントへ 



トランス=ッターに AC アダプター 

(付属）を接続ずる 




2 へッドホンとトランスミッターの充電 
端子が接触ずるようにへッドホンを卜 
ランスミッターの上にのせる 

• トランスミッターの POWER/CHARGE 
ランプび赤色に点灯します。 

•約1日時間後に充電び完了し、 
POWER / CHARGE ランプび消なしまず。 
•へッド ホンをトランス ミッター の上にの 
せるとさは、左ち八ウジング部び平行に 
なるように両手で持ち、トランス ミッタ 
一へ垂直にのせてください。 


み'知5め 

• 充電中はトランス5ッターにあるホ外線発光部か6のホ外線び自動的に停止します。 

• 充電び完了していなくてち使用でさます。 

•長期間使用しないとさは、節電のにめに AC アダプターを、コンセント占、5巧いておくことをおずす 
めします。接続したままの巧態では、機器側の電源び切れてしでち約1 .3 W の電力を消費しています。 
• 充電は0で〜40での環境で行なってください。 


■ POWER / CHARGE ランプが点灯しない場合は 

へッドホンの左ちをお認し、トランス5ッターとへッドホンの充電端テび正しく接触する 
よう、へッドホンをトランスミッターの上にのせ直してみてください。 


■へッドホンをお使いになった後、再充電するには 

へッドホンをトランスミッターに再度のせてください。 POWER / CHARGE ランプびホく 
点口した後、 ] 〜2砂後に DECODE MODE (デコードモード）ランプび消灯し、充電び 
始まります。 

本機は内蔵タイマーにより充電（約]6時間）を完了しますので、ヘッドホンをトラン 
スミッターにのせたままでも、充電しすざることはありません。 


质知5め 

• 充電すると、電ミ也残量び残っている場合でち巧電動作び約1已時間続さます。 

•充電中または充電完了をにへッドホンを抜き差しすると、再び充電動作び約1巨時間続さまず。 



ヘッドホンの電源準備 
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1kHz、] mW 十] mW 出力時 

充電されていない状態か 5 フル充電するのにかかる時間 

周囲の温度や使用状態により、上記の使巧巧能時間と異なる場合びあります。 


1 kHz、] mW+1 mW 出力時 

周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合びあ0ます。 


■ 電池の残量を確認する 

フ U —アジャストバンドを引さ、ち八ウジ 
ング内の P 日 WER ランプが暗い、点滅する、 
または音がひずむ、とざれとざれになる、 
「ボッボッ」といラノイズ音が聞こえたり雑 
音が多<なったとさは、充電するか、新し 
い乾電池でお使い < ださい。 


巧電式電池の寿命について 

付属の充電式ニッケル水素電池を充分に充電してち、使える時間び通常の半分く5いになったとさ 
は、電池の寿命と思われます。専用の充電式電池（別売り） HHR-3AH/2B と取り換えてくださし、。 


乾電池（別売り）を使う 


本機は別売りの単3お乾電池でもお使いになれます。「付属の充電式ニッケル水素電ミせを入 
れる」10ぺージ）と同じち法で乾電池をヘッドホンに入れまず。 

トランスミッターにのせても充電されません。 


■ 乾電池の持続時間 


乾電池の種類 

持続時間*' 

パナソニックアルカ1」乾電池 

約34時間 X - 2 

パナソニックマンガン乾電池 

約12時間※ 2 



へッドホンの電源準備 


■ 充電時間の目まと使用可能時間 


充電時間 

使用可能時間*' 

約]時間 

約]時間1已分* 3 

約]日時間※ 2 

約2日時間* 3 


12 3 
※※※ 


12 




接続する 


接続する前にデジタル機器またはアナ□グ機器の電源を切ってください。 

デジタル機器またはアナ□グ機器をトランスミッターに接続したを、 AC アダプター 
咐顧をトランスミッターに接続してください。 （1:^10 ぺージ「充電する」手順 1) 


デジタル機器をつなぐ 


付属の光デジタル接続ケーブルを使って、テレビや DVD プレーヤーなど* 
力端テ* 2 と、トランス5ッターの D に ITAL IN 端子をつないでください。 


I の光デジタル出 


トランスミッター 



DIGITAL IN 
端子へ 


光デジタル出力端子のあるテレビ 




光デジタル接続ケープル（付属） 

プラグ先端のキヤツプを取りはず 
し、プラグと端テの向さを合わせ 
てしっかり差し込みます。 


光デジタル接続ケープル（別売り） 

^ RP - CA 吕 120 A (約2 m ) 


DV □レコーダーなど光デジタル 
出力端子のある機器 


ポータブル DVD プ レーヤー など 
光云ニデジタル出力端子のある機器 



光デジタル接続ケーブル（光ミニプラグ）（別売り） 

ポータブル DVD プレーヤーやポータブル CD プレーヤーなどの光5ニデジタル出力端子か5□に ITAL 
IN 端テへつなぐときは、接続ケーブル RP - CA 212 OA (約2 m ) (光角型プラグな光5ニプラグ）など 
をお使いください。 


质知5め 

《1ノ V ’ソコンの光デジタル出力端テへの接続は動作な証いたしません。 

《2 P 巳 M 出力しかサポートしていない機器の場合、サラウンド効果はずべて DOLBY PRO LOG に！！ 
姐:理にな0まず。 


光デジタル接続ケーブルについてのお願い 

• 光デジタル接続ケーブルには落下物などによる衝撃を 
与えないでください。 

• 光デジタル接続ケーブルの抜さ差しは、プラグを持っ 
て、了寧に行なってください。 

• 光デジタル接続ケーブルの先端び巧れると性能び巧下 
しますので、ミちさないよラにしてください。 

• 保管の際は、プラグ先端にキャップを付けて、光デジ 
タル接続ケーブルを折り曲げすざないよラにしてくだ 
さい。 


光デジタル接続ケーブルの 
最小曲ブ'半径は吕已 mm です。 



ヘッドホンの電源準備 


接続する 


等 6Z10 正 
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別売りのオーディオ接続コードを使って、ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子と、 
トランスミッターの LINE IN ( L / R ) 端テを接続してください。 


トランス5ッター 


LINE IN 端 テへ 

、 音声左 


音声出力端テへ 

ビデオデッキ 


(し白） オーディオ接続 

fek RP - C 品 3 G 20 胸2 m ) 


音声左 
(し白） 

音声ち 




テレビ 


接続する _ 

■音声を聞くには 

• DTS 音声で収録された DVD を再生するには、 DTS に対応した DVD プレーヤーび必 
要です。（詳しくはお使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。） 

• DTS フォーマットの CD で、早送り時や巻を戻し時などにノイズび発生することびあ 
りますび、故障ではありません。 

• DVD プレーヤーの DTS デジタル出力設定び rOFF 」 や「切」になっている場合は、 
DVD メニューで DTS 出力を選択しても音び出ないことびあります。 

• DVD プレーヤーと本機をアナログで接続している場合、音び出ないことびありまず。 
この場合は、デジタルで接続してください。 


(WT 磊 


の、ホ） 

オーディオ接続 
ピンコード(別売り） 

RP - CAPM 3 G ]50^ qi '5 m ) ^ 


:ポータブル AV 機器 


へッ ドホン端モなどへ 

ピンコード（ミニピンプラグ）（別売り） 

テレビやポータブル AV 機器のへッドホン端モなどのステレオ5ニジャックか 6 UNE IN 端テへつなぐとを 
は、接続ピンコード RP - CAPM 3 G 1 己（約1.已 m ) (ステレオミニプラグなピンプラグ x 2) などをお使いく 
ださし、 

テレビやポータブル AV 機器のへッドホン端モなどの出力び低く設をされていると、ノイズび発生するこ 
とびありまずので、音量をひずまない範囲で大さくしてお使いください。 

圓 ATT つまみについて 

アナ□グ入力で音声びルさいとさは、トランスミッター後面にある ATT (アッテネータ 
-) つまみを 「 OdB 」 に切り換えてお使いください。 


OdB 

ATT 目 t 

-8dB 


位置 

視聴 ソース 

0服 

テレビやポータブル機器など、出カレベルの巧いもの 

-8 服 

その他の機器（出荷時の設定） 


• ATT つまみは、必ず音量を下げてから切り操えてください。 

• アナ□グ入力された音声びひずむ（同時にノイズが発をする場合ち 
あります）ときは、 ATT つまみを「一8服」に切り換えてくださし、。 
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設置する 


本機は赤外線を利用しています。ヘッドホンは、必ずトランス5ッターび直接見通せる下 
図の範囲でお使いください。トランスミッター（発光部）からヘッドホン（受光部）にホ 
外線び届く範囲はおおよそ下図の通りです。 

ホ外線 


約2 


トランスミッター 

約2 


お願い 


• 壁やガラスなどは赤外線を通しません。 

•上図の範囲内であってわトランス S ッターか5離れるにしたびって、雑音び増えます。また、赤外線 
びさえぎ5れた場合は音びとぎれた0、雑音び入ることびあります。これ5の現象は赤外線の特性に 
よるちので、故障ではありません。 

•赤か線受光部を手や髮でおおわないでください。 

• トランスミッターの位置やお使いになる場所の状況により聞こえかたげ異な0ます。なるべく聞こえ 
やすい位置でお使いになることをおすすめします。 

• 直射曰光などの強い光線の下で使わないで<ださい。音びとぎれる場をびあ0ます。 

•プラズマディスプレイか5の光の影響を受け、お使いになれない場合びあります。おづさすざて雑音 
び入る場をは、1離れてください。 

• 他のトランス S ッターと併用すると混信することげあります。 



接続する 


設置する 


8 寸 6Z10 正 
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操作に入る前に、必ず「接続する」13〜14ぺージ）をご覧のうえ、正しい接続を行な 
つて < ださい。 


DVD プレーヤーなど 」 POWER 



トランスミッターをつないだ機器の電 
源を入れる 


[ DIGITAL / ANALOG ] を切り換えて、 
聞く音靑を選ぶ 

DIGtAL : DIGITAL IN 端テにつないだ機 
器の音声 

ANALOG : LINE IN 端子につないだ機器の 

ntn.-^= 

曰ド 

•二重音青 ( MAIN / SUB ) の音源を視聴すると 
きは 、 LINE IN 端テに接続して、プレーヤーや 
テレビの方で聞さたい音声を還んでください。 


トランスミッターか日へッドホンをは 
ずず 

トランス S ッターの電源び自動的に入り、 
ホが線発光部び点打します。 

約已砂をにつないだ AV 機器から入力される 
音声信号と SURROUND ボタンで選択した 
モードに応じて 、 DECODE MODE (デコ 
-ドモード）ランプと SURROUND ランプ 
び点 I 灯します。 


VOL つまみで音量を下げ、へッドホン 
をかける 

ち八ウジング内の POWER ランプびホく点 
なし、自動的に電源び入ります。 

ち八ウジング部 （ R ) をち耳に、左八ウジ 
ング部 （ L ) を左耳に合わせ、オートパワー 
オン/オフ機能18ページ）び正確 
に働くように、頭の上から垂直にかけてく 
ださい。 
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5 手順 2 で選んだ音声の機器を再生ずる 
6 VOL つまみで音量を調節ずる 


•映画の場を、静かなシーンで音量を上げすぎて、急激な爆発シーンなどで耳を痛めないよラごま意く 
ださい。 

•ヘッドホンをはずす前に、トランス S ッターから AC アダプターをはずすと、雑音び入ることびあり 
ます。 

•音量を調節するとをに、赤外線受光部を手でおおラとミューティング機能び働を、調節できない場合 
びあります。 


■ 各モード間の移行時間について 

トランスミッターの各スライドスイッチを操作してから新しいモードに移行するとを 
に、移巧時間び異なる場合びあります。これはモード移行によるシステム制御の違いに 
よるちのです。 使 

ラ 

■へッドホンか！ 5 音声び聞こえないときは（ミユーティング機能） 

ホ外線の届<範囲から離れたり、ホ外線びさえぎられて受信状態び悪<なると、自動的 
に S ユーティング機能び働を、ヘッドホンから音声び聞こえなくなります。トランス5 
ッターに近づくか、ホが線びさえぎられないよラにすれば、自動的に-ユーティング状 
態は解除されます。 

■ DECODE MODE (デコードモード）ランプについて 

入力された音声信号の記録方式をトランスミッターび自動判別して、下記のモードラ 
ンプび点灯します。ドルビーデジタル/ DTS などの音声切り換えは、つないだ機器側 
( DVD プレーヤーなど）で行なってください。 

• DOLBY DIGITAL :ドルビーデジタルフォーマットで記録された信号 

• DOLBY PRO LOGIC H :アナ□グ入力信号、デジタル入力信号の PCM 2 チャンネ 
ル信号またはドルビーデジタル2チャンネル信号びドルビープ□ロジック n 処理され 
た場合（サラウンドモード19ページ）の 「 OFF 」 を選んでいる場合はドルビ 
ープ□ロジック n 処理されません） 

• DTS : DTS フォーマットで記録された信号 

• MPEG -2 AAC : MPEG -2 規格の一部として規格化された音声圧縮符号化方式で、 
デジタルテレビ音声ち式として採用されています 

• DIGITAL IN 端テにつないだ機器び、早送りや巻き戻しなど「再生」(外の状態では DECODE 
MODE (デコードモード）ランプび正瞄こ点灯しない場合びあります。その場合は、「再生」巧態に 
すると DECODE MODE (デコードモード）ランプび正確に点打します。 




使う 


■ へッドホンを頭からはずすと自動的 
に電源び切れます（オートパワーオ 
ン/オフ機能） 

お使いにならないとさは、フ U - アジヤス 
トバンドび引さ上げられた状態にならない 
よラにしてください。オートパワーオン機 
能び誤って働いてしまい、電池び消耗しま 
ず。 


■ 約已分間 lu 上音声信号び入力されないと 

トランスミッターの POWER / CHARGE ランプび消灯し、ホが線発光部からのホ外線び 
自動的に停止します。再び音声信号び入力されると自動的にホが線び送信されます。ま 
た、アナ□グ入力で非常にルさい音び約已分間続いたとさを、ホが線発光部からのホが 
線び停止することびあります。この場合はつないだ機器の音量を上げ、ヘッドホンの音 
量を下げてお使いください 。 LINE IN 端テにつないだ機器からノイズ信号び出力されて 
いると、赤外線出力び停止しない場合びあります。 


お願い 


• トランスミッターにある赤か線発光部の明るさにムラびある場合びありますび、赤外線の届く範囲な 
どの性能には影響あ0ません。 

•ヘッドホンは、ホ外線び届く範囲 （1^] 日ページ「設置する」）でお使いください。 

• 音楽 CD のよラに映像を伴わないソースの場合、音の定位びわかりにくい場含びあ0ます。 

.本機は人間の平均的な HRTR 短两部伝達関数）をシミュレートしていますが、 HRTF には個人差び 
あるため効果の感じかたは人により異なる場合びあります。 

《 Head Related Transfer Function の略です。 



のま zlo に 


OFF 通常のへッドホン再生。 


MUSIC 

音響環境のよい u スニングルームの音場を再現する 
モード。音楽ソースに適しています。 

CINEMA 

リアリティのある臨場感あふれるサラウンドモード、 
まさにシーンの中にいるよラな感覚に近づけます。 
映画などのソースに適していまず。 

VOICE 

騒音のをいスポーツシーンなどで、競技場の興奮を 
再現しなびら、アナウンサーや解説者などの音声を 
聞をやずくするモード。スポーツ観戦シーンのソー 
スに適しています。 


•再生する入力信号によっては、選んだサラウンドモードにより、再生音量に違いび生じる場合びあり 
ます。 

(お知5せ） 

• モノラル音源を再生している場合は、サラウンド効果は得5れません。 


VOCE 


CINEMA 


SURROUND 

MUSIC 



[ SURROUND ] を J 甲して、巧みのヴ 
ラウンドモードを選ぶ 

巧すたびに 

OFF -*^ MUSIC -*- CINEMA -^- VO に E 


選んだサラウンドモードの 
SURR 日 UND ランプむく点灯します。 

日 FF を選ぶ;と SURR 日 UND ランプは 
点灯しません。 


サラウンドモード ヴラウンド効果と適した入カソース（音源） 


サラウンド効果を選んで聞< 
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へッドホンを増設ずる 


本機では、別売りの障壁圏デジタルコードレスサラウンドへッドホン （ RP - WH 已 000 H ) 
を増設することにより、複数の人び同時にワイヤレスで「バーソナルサラウンド」を楽し 
むことびでさます。 

増設したへッドホンは、本機のトランスミッターで充電を行ないまず。 

• 赤外線び届く範囲内 （ E ^ l 已ページ）であれば、何台でち使用可能です。 


トランスミッター RP - WH 已〇〇 0 H (別売り） 



お願い 


•充電中は、トランスミッターにある赤外線発光部か5のホ外線び自動的に停止します。他のヘッドホ 
ンを使用するときは、充電中のへッドホンをトランスミッターか5はずしてください。 


のま Z 10 に 
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使用上のお願い 


■ 本機は日本国内でのみ使用できまず 

AC アダプターは日本国内専用です。巧外など、異なる電源、電圧では使用でをません。 

■ 設置について 

• 次のよラな場所には置かないで<ださい。 

一直射日光びあたる場所や暖房器具の近くなど温度び非常に高い所。 

-ほこりのをい所。 

一ぐらついた台の上や傾いた所。 

一振動のをい所。 

一風呂場など、湿気のをい所。 

■取り扱いについて 

• トランスミッター、ヘッドホンを落としたりぶつけたりなど強いショックを与えない 
でください。故障の原因となります。 

• 水などの液体に磊らさないでください。故障の原因となります。 

■ へッドホンについて 

騒音のをいところでは音量を上げてしまいびちでずび、へッドホンで聞くときはいつも、 
呼びかけられて返事びでをるくらいの音量を目安にしてください。 


お手入れ 


柔らかい巧でふいてください。 

ひどいちれは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた巧でふき、をはからぶきしてくださ 
い。 

• アルコールやシンナーは使わないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書に従ってください。 
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故障かな口 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これらの処置をしてち 
直らない場合や、この表(がの症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

販売店へお持ちになるとさは、必ずへッドホンとトランス S ッターを一緒にお持ちくださ 
い。 


症状 原因と対応のしかた 


音び出ない 蜂トランス S ッターに A 巳アダプターび接続されていることを確認す 

る。10ページ） 

蜂トランスミッターと AV 機器の接続をお認する。13〜14ページ） 

—■ トランス=ッターにつないだ A V 機器の電源を入れ、演奏（再生）を始 
める。（陣16〜17ページ）トランスミッターの P 0 WER/CHARGE 
ランプび緑色に点なしていることを確認ずる。 （ ^ 7ぺージ） 

-► トランスミッターの D に ITAL ANALOG 切換つまみの設定び、接続した 
機器の端子を正しく還んでいるか確認する。 （1^ 1曰ページ） 

• トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。14ページ） 

蜂へッドホンの音量を上げる。17ぺージ） 

蜂ミューティング機能び働いている。 ( n 3= l 7ぺージ） 

• トランスミッターとへッドホンの間に障害物びないか確認ずる。 
• なるべくトランス-ッターの近くでへッドホンを使用する。 

• トランス S ッターの位置やち度を変える。 

-► プラズマディスプレイび本機の近くにある場合、プラズマディス 
プレイから] m じ(上離れてお使いください。（》；^]已ぺージ） 

時ヘッドホンの POWER ランプび暗い、点滅する、消なしている。 
(陣12ページ） 

• 充電式電池び消'耗しているので充電をする。または乾電池を新 
しいものと交換ずる。それでを POWER ランプび消なしたまま 
の場合は、販売店にお持ち< ださい。 

時 DTS に対応していない DVD プレーヤーで DTS 音声トラックを再 
生している。（113=14ぺージ） 

• DTS に対応した DVD プレーヤーを使用ずる。または Dolby 
Digital や PCM 音声トラックを選択する。 

蜂 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）の DTS デジタル出力設定び 
「 OFF 」 や「切」の状態で DTS 音声で収録された DVD を再生して 
いる。（11：^]4ぺ_ジ） 

• お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS デ 
ジタル出力設定を 「 ON 」 や「入」に切り換えてください。 

蜂 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）と本機をアナ□グで接続して 
いる状態で DTS 音声で収録された DVD を再生している。 

(11^14 ページ） 

• デジタルで接続して<ださい。 （ DVD プレーヤーからアナログ 
音声び出力されない場合びあります。） 
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を状 原因と対応のしかた 

ヘッドホンの POWER ランプび暗い、点滅する、消灯している、 
または音びひずむ、とざれとざれになる、「ボッボッ」といラノイ 
ズ音び聞こえたり雑音びをくなった。2ページ） 

• 充電式電池び消耗しているので充電をずる。または乾電池を新 
しいをのと交換する。それでも POWER ランプび消打したまま 
の場合は、販売店にお持ちください。 

トランスミッターの ATT つまみを 「一8 dB 」 に切り換える。 （1^14 ぺージ） 

トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を下げる。 （13= 14ページ） 

時 DTS ソース視聴時は、トランスミッターの SURROUND 切換ボ 
タンで 「 CINEMA 」、「 MUS に」または rVO に E 」 に切り換える。 

音びルさい 蜂トランスミッターの ATT つまみを rod 日」に切り換える。 （ D ^14 ぺージ） 

時トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。14ページ） 

■►ヘッドホンの音量を上げる。（[13=17ぺージ） 

雑音びをい ■►トランス5ッターの近くでヘッドホンを使用ずる。（トランスミッ 

ターから離れるにつれて雑音びを<なります。この現象はホ外線 
の特性によるをので、故障ではありません。）（〇^]已ぺージ） 

蜂トランスミッターとへッドホンの間に障害物びなし)か確認する。 
(11：^] 已ページ） 

蜂赤列線受光部を手や髪でおおっていないか確認する。 （0^ 1已ページ） 

蜂直射日光の入る窓際で使っているときは、力ーテンやブラインド 
を閉めて直射日光び当たらないようにする。または、直射日光の 
当たらない場所で使ラ。 ( c ^ l 已ページ） 

時トランス S ッターの位置やち度を変える。 （1^1 已ページ） 

蜂トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。14ぺージ） 

蜂ヘッドホンの POWER ランプび暗い、点滅する、消なしている、 
または音びひずむ、とざれとざれになる、「ボッボッ」といラノイ 
ズ音び聞こえたり雑音びをくなった。(¢3=! 2ページ） 

• 充電式電池び消耗しているので充電をずる。または乾電池を新 
しいをのと交換する。それでを POWER ランプび消なしたまま 
の場合は、販売店にお持ちください。 

-► すでに本機け外のトランスミッターをお持ちのとをは、同時に2台し:! 
上のトランスミッターを使っていないか確認する。 (1^=1 巳ぺージ） 

• 本機 LU 外のトランス5ッターの電源を切るか、本機しソ外のトラ 
ンス5ッターからのホが線び届かないところへ移動ずる。 

―■本機びプラズマディスプレイの近くにある場合、プラズマディス 
プレイから] ml ； (上離れてお使いください。 （11^1 已ページ） 


音びひずむ、 
とざれとぎれに 
なる 

(同時にノイズび 
出る場合ちある） 


8 ま zloa 


故盾かな。： 







故障かな!？ 



症状 

原因と対応のしかた 

サラウンド効果 
が得られない 

時トランスミッターの SURR 日 UND 切換ボタンで 「 CINEMA 」、 
「 MUS に」または rv 日に E 」 に切り換える。 （[1^19 ぺージ） 

-► 再生中の音源がマルチチヤンネル信号になっていない。モノラル 
音源の場合、サラウンド効果は得られません。 （0^] 9ページ） 


DOLBY -► DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）の音声デジタル出力の設定び 

DIGITAL ランプ 「 PCM 」 になっている。 

び点なしない • お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、ドルビーデ 

ジタルデコーダーを内蔵した機器を使用するとをの設定 （ r ドル 
ビーデジタル/ PCM」、「Dolby Digital 」 など）に切り換えてく 
ださい。 

-► ドルビーデジタルフォーマットで記録されていない信号を再をし 
ている。 

一再生中のチャプターの音声びドルビーデジタルの信号になってい 
ない。 

DOLBY PRO -► トランス S ッターの SURROUND 切換ボタンの設定び 「 OFF 」 に 
LOGIC n ランプ なっている。 （0^1 7ぺージ） 

び点なしない 時アナログ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはドルビーデジ 

タル2チャンネル信号び入力されていない。 


DOLBY PRO -►アナログ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはドルビーデジ 

LOG に n ランプ タル2チヤンネル信号び入力されている。 

び点灯してしま5 


DTS ランプび点- ► DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）の DTS デジタル出力設定び 
巧しない 「 OFF 」 や「切」になっている。 （11^1 4ぺージ） 

• お使いの DV □プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS デ 
ジタル出力設定を 「 ON 」 や「入」に切り換えてください。 

蜂 DTS フォーマットで記録されていない信号を再生している。 

―■再生中のチャプターの音声び DTS になっていない。 

蜂 DVD プレーヤーび DTS に対応していない。 ] 4ぺージ） 

• DTS に対応した DVD プレーヤーをお使いください。 


充電できない -► トランスミッターの POWER/CHARGE (充電）ランプび消灯し 

ている。 (1^=1 1ぺージ） 

• へッドホンびトランス S ッターの正しい位置にのせられている 
か確認する。 

■►乾電ミ也び入っている。 （ iiS =12 ぺージ） 

• 付属の充電式ニッケル水素電池を入れる。 

^ 付属！;!外の充電式ニッケル水素電池び入っている。 （0^ 10ページ） 

• 付属または付属と同じ品香の充電式ニッケル水素電池を入れる。 


赤外線出力び停つないだ機器からノイズ信号び入っている。 
止しない • つないだ機器の電源を切る。 


等 6 に 0 に 
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主な仕様 推奨アクセサリー 


トランスミッター RP - WH 己000 T 
デコーダー 機能 

ドルビーデジタル 
ドルビープ□ロジック n 
DTS 

MPEG -2 AA 巳 

サラウンド機能 

OFF 

CINEMA 

MUSIC 

VOICE 

変換ち式 デジタル赤夕 I 線伝送 

副搬送波周波数 

3.7 巳 MHz 
到達距離 正面約8 m 

伝送帯域 18 Hz 〜22,000 Hz 

ひずみ率 0.1%1^(下 （1 kHz ) 

音声入力 光デジタル入力（ち型） 

XI 系統 

アナ□グ入力（ピンジャック、 
左/ち） X1 系統 

電源 DC 6 V (付属の AC アダプ 

ターを 使用） 

最大がお寸法（幅/高さ/奥巧） 

147 mmx 197 mm x 147 mm 
質量 約 334 目 

へッ F ホン RP - WH 己000 H 
再生周波数帯域 

18 Hz 〜22,000 Hz 

電源 付属の充電式ニッケル水素電 

ミ也または別売りの単3お乾電池 
質量 約3]2呂 

(付属の充電式ニッケ J レ水素 
電池含む） 

AC アダプター RFX 5051 

電源 AC 100 V 、已0/巨0 Hz 

定格出力 DC 己 V 、600 mA 

入力 容量 9 VA 


入力待機時の AC アダプター消費電力 

(トランスミッター接続状態） 

約 1.3 W 


巧デジタル接続ケーブル 

RP - 巳 A 202 0 A (約2 m ) 

(光角型プラグな光ち型プラグ） 
RP - CA 2120 A (約 2 m ) 

(光角型プラグな光ミニプラグ） 
才ーデイオ接続ピンコード 

RP - CAP 3 G 20 (約2 m ) 
(ピンプラグ X 2» ピンプラグ X 2) 
RP - CAPM 3 G 1 已（約1.已 m ) 
(ステレオミニプラグなピン 
プラグ X 2) 


故障かな巧 


まな仕様/巧奨アクセサリ— 等 6 ZJ_ald 


ま）この仕様は、性能向上のため変更すること 
びあります。 


25 



保 IE とアフターサービス しよくお読みください;) 


X 修理-お取り扱い-お手入れ 

f などのご相談は… 

V まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください / 


転居や贈答品などでお因りの場合は… 

参修理は、サービス会社-販売会社の「修 
理ご相談窓□」へ！ 

•その他のお問い合わせは、「お客様ご相 
談センター」へ！ 

保話書（別添付） 

お買い上げ日' 販売店名などの記入をおず確か 
め、お買い上げの販売店からお受け取りくださ 
い。よ<お読みのあと、なをして<ださい。 

イ呆証期間：お買い上げ曰から本体1年間 

■ 捕修用性能部品の保有期間 

当社は、デジタルコードレスサラウン 
ドへッドホンの補修用性能部品を製造 
巧ち切りを已年なちしています。 

ま）補修用性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。 

修理を依頼されるとさ 

22〜24ページの「故障かな!？」に従って 
ご確認のあと、直らないとをは、まず AC ア 
ダプターを巧いて、お買い上げの販売店へ 
ご連絡ください。 

• 保証期間中は 

保証書の規定に従って、お買い上げの販売 
店び修理をさせていたださますので、恐れ 
入りますび、製品にな証書を添えてご持参 
ください。 

• 保証期間を過ぎているとをは 

修理すれば使用でさる製品については、ご 
希望により有料で修理させていたださます。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代' 出張料など 
で構成されていまず。 

技術料]は、診断-故障個所の修理およ 
び部品交換-調整-修理完了時 
の点検などの作業にかかる費用 
です。 

部品代]は、修理に使用した部品および 
補助材料代です。 

出張料1は、製品のある場所へ技術ちを 
派遣する場合の費用です。 


ご連絡いたださたい内容 

品る 

デジタルコードレスサラウンドへッドホン 

品番 

RP-WH 已〇00 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


使いかた-お買い物などのご相談 


ナショナル-パナソニック 

お客様ご相談センター 


36 曰曰/受付日時〜 20 時 

電話寡 ィャル 函0120 -878-365 

■携帯電話- PHS でのご利用は… 06-6907-1187 

FAX おャル 函0120 -878-236 


Help desk for foreign residents in Japan 

/ が国人/海が仕様商品（ツー U スト商品他)等\ 
\ご相談窓 □ / 

Tokyo (03)3256-5444 Osaka (06)6645-8787 
Open: 9:00 -17:30 

(closed on Saturdays /Sundays / national holidays) 


修理に関するご相談 


ナショナル-パナソニック 

修理ご相談窓 □ 


ナビダイヤル(全国な通番号） 

团0570 -087-087 

• お客様びおかけになった場所から最寄り 
の修理ご相 i 裝窗□につなびります。呼出 
音の前に Nn より通話料金の目まをお巧 
らせします。 

•携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理ご 
相談窓□に直接おかけくださし、。 
•最寄りの修理ご相旨裝窗□は、次ページを 
ご覧ください。 


等 6 Z 10 に 








沖縄 地区 


中部 地区 


九州 地区 


四国 化 区 


首都圓地区 


中国 地区 


ま 化 地区 


札幌 札幌市厚別区厚別南 帯広 帯広市西] 9 条南 
2T 目 17-7 1T 目 7-11 

巧の 11 )894-1251 巧 （0155)33-8477 

化川 旭り I 市 2 菜通 21 了目 函館 函館市西ち梗 

左]号 己 89 番地 24]( 函館 

巧 （0166)31-6151 流通卸センター内） 

巧 （0138)48-6631 


青森青 森市第二問屋町 宮城 仙台市宮城野区扇町 
3-7-10 7-4-18 

巧 （017)739-9712 巧の 22)387-1 117 

が!田 秋田巿御所野湯本 山お 山形巿平清水 1 T 目 

2下目 1-2 1-7 已 

巧 （018)826-1 600 巧の 23)641-81 00 

岩手 盛岡巿羽場1 3 地割 福島 福島県安達郡本宮町 
30-3 字南ノ内巨已 

巧 （019)639 う 120 巧 (0243)34-1301 


板木 宇都き市御幸町 東京 東京都世田 谷 区き 坂 

1 94-20 2 了目 26-]7 

巧 （028)689-2555 巧の 3)5477-9780 

群馬 高崎巿大ミ尺町 229-] 山梨 甲府巿宝 1T 目 
巧 （027)352-1 109 4-13 

茨城 つくば巿巧畑 2 T 目 巧 (055)222-5171 

8-1 神蔚 II 横お巿港南区曰野 

巧 (029)864-8756 5T 目 3-1 6 

埼玉欄 而細 2 T 目 ® の 45 旧 47-9720 

4-2 新漏 新潟市東明 1 下目 

巧 （048)728-8960 8-14 

干葉千葉巿峽区 S (025)286-0171 

星义喜町 172 
巧 (043)208-6034 


石川 石り腸石川郡野々市町 名古屋名古 屋市瑞穂区 
稲荷 3T 目 80 塩入町 8- 10 

巧 (076)294-2683 巧 (052)81 9 0225 
富山 實山巿寺島 1298 岡崎 岡崎市岡町南义保 28 
巧 (076)432-8705 巧の 564)55-571 9 

福井 福井巿開発 4 T 目 隨阜 岐阜県本巣郡北方町 
112 高屋太子 2T 目 30 

巧 (0776)54-5606 巧 （058)323-601 0 

長野 松本巿大き恒賀 高山 高山巿巧岡町 3 T 目 
7600-7 82 

巧 （0263 旧 6-9209 巧 (0577)33 0613 

静岡 静岡巿西島 76 曰 兰重 久居巿森町字化谷 

巧 (054)287-9000 1 920-3 

巧 （05 巧 255-1 380 


滋賀 守山市勝部 6 T 目 奈良 大和郡山市筒井町 

2-1 80 日き地 

a (077)582-5021 巧 （0743)59-2770 

京都 京都市伏見 区 竹田 和歌 山 和歌山市中島 499-] 

中 J 1 1 原町 71 -4 巧 (073)475-2984 

巧 （075)672-9636 兵庫 神戸市中央 区 
大阪 大阪巿化 区 本庄西 琴ノ緒町 3 T 目 2-6 

1 了目 1-7 a (078)272-6645 

巧 (06)6359-6225 


鳥取 鳥取市安長 29 己-] 浜田 お田市下府町 327-93 
巧の 857)26-9695 S (0855)22-6629 

米モ ホ子市米原 4 T 目 岡山 岡山県都產郡早島町 

2-33 矢尾 807 

巧 (0859)34-2129 巧 (086)292-1162 

お!江 お江市平成町 広島 広島市西区南観音 

182 き地 14 8T 目 13-20 

巧 (0852)23-1 128 巧 (082)295-5011 

出 雲出雲市渡橋町 416 山 □ 山□市読銭司字 

巧 （0853)21-31 33 錶銭司団地:!ヒ 447-23 

巧 (083)986-4050 


割 II 高松市莉使町1己 2-2 高知 南国市岡豊町中島 
巧の 87 旧 68-9477 331-1 

徳島 徳島県板野郡：]指町 巧 （088 旧 66-31 42 

關お字かや 108 愛媛 お山市±居田町 

巧 （088)698-1 125 750-2 

巧の 89)971-21 44 


福岡 春曰市音曰公園 き崎 宮崎市本郷北方 

3T 目 48 き草葉 2099 -2 

巧 (092)593-9036 巧 （0985)63-1 213 

佐賀 佐賀市銷島町大字 熊 本 熊本市健軍本町 1 2-3 

) V 戸字上深町 3044 巧 (096)367-6067 

0(0952)26-9151 天草本渡巿港町 18-1] 

長崎 長崎市東町 1 949-1 巧 （0969 に 2-31 25 

S の 95 旧 30-1 658 鹿児島鹿 児島巿与次郎 
大分 大分市获原 4T 目 1 T 目 5-33 

8-3 已 巧 （099 に 50-5657 

巧 （097)556-3815 大島 名瀬巿長お町 lO-i 
巧 （0997)53-5101 



所在地、電話番号が変更になることがありますので、 


あ！ 5 かじめご了承ください。 0904 


フタ—ヴ—ビ 
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電池の残量確認 
電池ふた . 


サラウンド効果 . 

充電時間と使用可能時間 
充電端テ . 


ミューテインク機能 . 17 


光デジタル接続ケーブル . 13 

フ U — アジャストバンド . 12，18 


乾電池の持続時間 . 12 


才ーデイオ接続ピンコード . 14 

才ートパワーオン/オフ機能 . 18 


便利メモ お買い上げ曰 

おぼえのため- 

目し入されなと 目后吉に夕 
便利です '化儿店名 


松下電器塵業株式会社 


〒已 7] -8 已04 大阪府門真市松生 巧1 番 1已号 

◎ 2004 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd. ( 松下電器産業株式尝社 ) 
All Rights Reserved. 


RQT7948-S 


M1004TK1 124 


<いん 


ATT つまみ . 14 

B ATT ボタン .10 

CINEMA .19 

DC IN 目 V 端子 .10 

DECODE M 日 DE ランプ . 16,17 

DIGITAL ANALOG つまみ .16 

DIGrrAL IN 端子 .13 

DOLBY DIGITAL .17 

DOLBY PRO LOGIC E .17 

DTS .17 

LINE IN 端テ .14 

MPEG -2 AAC .17 

MUSIC .19 

POWER / CHARGE ランプ .11 

P 日 WER ランプ . 12，1目 

SURR 日 UND ボタン、ランプ ...... 16,19 

VOICE .19 

V 日 L つまみ . 16,17 


品番 

RP - WH 5000 

お客様ご相談窓 □ 

巧 （ 

) - 


ネットワーク事業グループ 


Pa ミ womo 


RP-WH5000 讶药 i ^盘赚 


































